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W　Merlin　B・wenシカゴ大学名誉教授（米国）の
　　短期招請について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文学部教授須山静夫
　アメリカの著名なハーマン・メルヴィル研究家，シカゴ大学名誉教授マー
リン・ボウエン（Meriin　Bowen）先生は，国際交流基金事業の短期招請
計画に応じ，1984年9月25日より二か月間，明治大学の客員教授とし
て滞在され，その間下記のような公開講座をまことに精力的に担当されまし
た。
　A．’公開授業　　　　　　　　　於：駿河台研究棟
1．　Melville∫s　Life　and　Times　　　　　（10月1’1日）
2　Conrad’s　Life　and　Times　　　　　　（10月・15日）
3．　On　The　Nigger　of　The　Narcissus　（10月18日）
4．　On　Billy－Budd　　　　　　　　　　　　（10月22日）
　B．公開講演’
1．　TheMelvilte　Revival　　　　　　　　（11月　1日）
　　大学院第一会議室
2　Melville　and’Conrad　　　　　　　　　（11月　8日）
　　駿河台研究棟第二会議室
　ボウエン先生は1957年，シカゴ大学でメルヴィルの研究で博士号を取
得され，30年間にわたり同大学で英米文学を講じられました。1960年に
博士論文をもとに出版されたThe　Long　Encounterは，メルヴィルのほと
んどの作品に通底するtt　Self”の概念の精緻な分析をもって，メルヴィル
研究の古典とされているものであり，今回の公開講演も先生のメルヴィルと
の長い付き会いを十分にうかがわせるものでありました。また先生は最近イ
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ギリスの作家ジョゼフ・コンラッドの作品にも関心を寄せられ，公開講座で
はメルヴィルとコンラッドというともに難解をもって知られる二人の大作家
の比較検討が行われました。
　また全六回にわたる公開講座への参加者ですが，先生が1976年に客員教
授として滞在された筑波大学及び慶応義塾大学の関係者をも含め，一般参加
者約30名，本学スタッフ約15名，大学院生約15名，学部学生多数　と
まことに盛況でありました。
　以下，公開講座で議論された問題点を略述いたします。
A．公開授業　　　　　　　　　　　　　　●
1．　Meiville’s　Life　and　Times
　大学院生を対象としたハーマン・メルヴィルの伝記的生涯と，彼の生きた
時代背景の平明かつ正確なイントロダクション。とくにメルヴィルの代表的
傑作Moby－Dick創作前後の事情については．詳細をきわめた説明が加えら
れました。
2　Conrad’s　I」ife　and　Times
　ポーランド貴族出身のジョゼフ・コンラッドが，故国を出て，イギリスの
大作家へと変身してゆく過程の詳細なイントロダクション。ボウエン先生は
上記のメルヴィルの時と同様，5ページにわたるChronologyを作成され，
出席者にコピーして配布されました。それにより，院生達は一段と理解し易
かったと思えます。　　　　　　　　　　●
3．　On　The　Nigger　of　The　Narcissus
　ボウエン先生は，コンラッドの中篇「ナルシッサス号の黒人」を彼の作家
経歴上重要な作品とみて，とくにその「序文」そしてプロットの展開，さら
に象徴的意義をめぐって議論されました。
　「序文」については，すでに多くの研究者がコンラッド論で指摘している
“to　make　you　see”すなわちイメージの活性化の問題，そしてtt　so－
lldarity”すなわち「連帯」のテーマをめぐり，ボウエン先生の個性的な
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解釈が加えられました。
　プロットの展開については，ハンドアウト“ABriefOutline　of
the　Action”のコピーを配布され，単に作品を概観されるのみならず，重
厚で知られるその文体にも触れられました。
　またとくに“The　Nigger”の象徴的意義については，「死の影」の問
題，　「反乱と秩序」，　「海と人間精神との呼応」等々，興味深い議論が展開
されました。
4．　On　Billy－Budd
　メルヴィルの遺作「ビリー・バッド」は多くの研究者によって問題作とさ
れてきましたが，ボウエン先生は，まずその「序文」の扱われ方，．次に自著
における「ビリー・バッド」解釈，さらに現時点における問題点について議論
を進められました。
　「序文」の扱われ方が問題となるのは，決定版といわれるシカゴ大学版で
ヘイフォードとシールツ・がこの「序文」を削除しているからであります。ボ
ウエン先生は，しかし，この「序文」が作品全体の状況把握の上で決して無
視できるものではないという議論を，この授業の為に御用意下さったtt　On
the　Re且evance　of　the　So－ca亘藍ed　‘Preface’to　Billy－Budd”
という二枚のハンドアウトの中で展開されました。
　またボウエン先生の著書The　Long　Encounter中のBilty－Budd論は，
1960年という初期の段階で・それまで肯定的な評価の強かったCaptain
Vere像を批判的に把握したものとして大きな議論を呼んだものであります
が，この点を授業の中で再度紹介され，最近の批評家達（ドライデン他）が
先生の御意見を支持していることが，出席者によっても確認されました。
　さらに前回の授業と同様，ボウエン先生の独特なまとめ方で，Bitly－Bu－
ddのアウトラインが展開され，ハンドアウトとして配布されて，詳細な説’
明が加えられました。
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　B．公開講演
　1】月1日と8日に行われた二つの講演については，前者がタイブ原稿20
数枚，後者が30数枚，そしてそれぞれ30分以上にわたる質疑応答が行わ
れたため，とても要点を報告することができない程，充実したものでありま
した。そこで，前者が明治大学メルヴィル研究会の機関誌Sky－Hawkに訳出
されて掲載されていること，後者が日本アメリカ文学会東京支部会報に原文
のまま掲載される予定であることを指摘し，ここではごく概略のみを報告し
ておきます。
1．　The　MelvilleReviva1
　この講演に対し，予め要請しました議題，先生とメルヴィルとの「出会い」
がいかなるものであったか，メルヴィル研究を志す者はどうあるべきか，と
いう点に対し，先生は実に的確に答えて下さいました。また先生の研究の時
期が「メルヴィル再評価」の時期と正確に重なる点を，ユーモアを混じえな
がら御説明になりました。のみならず最新の研究情報（新しく発見されたメ
ルヴィルの原稿等），最近の批評方法論批判，さらには御自身の研究書の成
立過程およびその解題を含め，まことに真摯な姿勢でこの講演に臨まれ，参
加者に大きな感銘を残しました。
2　Me且ville　and　Conrad　：A　Comparison　and　Contrast
　これはきわめて専門性の強い講演であり，出席者にも大きな知的努力を強
いるものでしたが，それでもメルヴィルとコンラッドという米英の文学上の
巨人の代表作に対して，慎重に比較対照を行ってゆく先生の議論の進め方に
は，多くのことを学ばされました。とりわけMoby－DickやPierreにおけ
るメルヴィルの反権力の姿勢と，反権力を意識しながらも，UnderWes－
tern　EyesやNostromoにおけるコンラッドの保守的な姿勢との対比には
興味をひく議論が多くありました。またコンラッドのメルヴィル批判をめぐ
ってもt先生は鋭い指摘（コンラッドの貴族的偏狭性）をなさいました。
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　以上簡略ながらボウエン先生の公開講座の御報告をいたしますが，未筆な
がら先生の講演が私どものこれからの研究に確かな糧を与えて下さったこと
を記しておきたいと在じます。
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